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 まちづくりの基本的な考え方と取り組み 
 

本市はこれまで、豊かな自然環境を背景とし、国土軸上にある広域交通利便性、首都圏と

の近接性、伊豆地域への交通結節点としての地理的優位性を活かし、県東部地域の拠点都市

として発展するとともに市街地も拡散してきました。  

しかし、人口減少社会の到来や少子高齢化の進展とともに、東日本大震災を契機とした津

波被害の懸念等により、一時、急速に人口や都市機能の市外への流出が見られました。こう

した現状は、生活に必要なサービスの維持やコミュニティの維持、公共交通の維持などに影

響することが懸念されます。  

このため、人口減少の抑制に向けた取り組みとともに、豊かな自然環境を享受することが

でき、次世代にわたり安全で快適な市民生活を持続的に送ることができるまちづくりを進め

ていく必要があります。 
 

 コンパクト・プラス・ネットワーク 

人口減少、少子高齢化が進展していく中、市街地が拡散し、都市機能が低密度化していく

と、これまで一定の人口集積により支えられてきた医療、福祉、子育て支援、商業等の都市

機能の維持が困難となっていきます。また、日常生活に欠かせない生活交通手段の不足、空

き家の増加による居住環境の悪化、老朽化した道路インフラの維持コストの増大など、市民

生活、都市活動、都市経営等における様々な影響が懸念されるほか、交通やエネルギー消費

の点で、環境負荷の増大にもつながります。 

このようなことから、今後本格化する人口減少・超高齢化社会においては、各種都市機能

や公共交通サービスの維持、高齢者や子育て世代を含む全ての世代が安全で快適に暮らせる

生活環境の確保、環境負荷の少ない低炭素型都市構造の実現など、効率的な都市経営を可能

にする持続可能なまちづくりが求められます。 

こうした課題に対応するため、郊外への無秩序

な拡大を防ぎながら、都市機能を各拠点等に集約

し、各拠点が公共交通により有機的に接続される

ことで沿線に居住が誘導されるコンパクト・プラ

ス・ネットワーク型のまちづくりを行うことが必

要です。 

このような都市構造の実現のため、都市機能等

を適正配置へ誘導する立地適正化計画の策定、コ

ンパクトな都市を支える骨格的な都市基盤の整

備、都市拠点における魅力あるまちづくりなどの

取り組みを進めており、今後は、拠点を繋げる公

共交通網の形成が重要となり、様々な施策を総合

的に展開していくことが必要となります。 

         図 2-1 コンパクト・プラス・ネットワークの考え方 

出典：国土交通省 
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 これまでの取り組み 

（１） 沼津市立地適正化計画の策定 

本市では、コンパクト・プラス・ネットワーク型の都市構造の実現に向け、平成 31 年３

月に沼津市立地適正化計画を策定しました。 

この計画では、都市機能誘導区域として、沼津駅及び沼津港周辺、大岡駅周辺、北西部

地区へ優先的に商業や娯楽施設などの広域からの利用が見込まれる施設や、医療・福祉な

どの生活利便施設を誘導することによる、拠点への機能の集約化に取り組んでいます。ま

た、居住誘導区域としては、一定のエリアにおいて人口密度を維持することによりコミュ

ニティが維持できるよう、工業系用途地域や災害リスクのある範囲などを除いた市街化区

域内として定めており、豊かな自然に囲まれた郊外部についても、地域ごとの個性と魅力

に応じた生活圏のまちづくりを推進することとしています。 

 

図 2-2 都市機能誘導区域・居住誘導区域の設定 

出典：沼津市立地適正化計画 
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（２） 骨格的都市基盤の整備 

現在、本市の都市骨格を形成する幹線道路整備が、国、県、市により行われています。

東名・新東名高速道路から中心市街地を経て、沼津港、伊豆半島へと繋がる南北軸を形成

するために、北部では市による「都市計画道路沼津南一色線」の整備が、中心市街地にお

いては県・市による「沼津駅周辺総合整備事業」が、南部では県による「国道 414 号静浦

バイパス（都市計画道路沼津静浦線）」の整備が、それぞれ実施されています。また、東西

方向については、国道１号の慢性的な渋滞を改善するとともに、東名・新東名高速道路と

本市西部地域を結ぶ「東駿河湾環状道路」の整備が、国により実施されています。 

このような幹線道路の整備は、広域交通の円滑化により都市の競争力を強化するととも

に、都市拠点へのアクセス性を高め、コンパクト・プラス・ネットワーク型の都市構造に

資することになります。さらに、公共交通のルート新設や運行頻度の確保といったサービ

ス水準の向上により利便性が高まり、公共交通軸の形成に繋がります。 

 

 

図 2-3 沼津市の骨格的都市基盤の整備 

 

ただし、こうした都市構造が機能するには、都市機能が集積し、公共交通が結節する都

市拠点が、人を惹きつける便利で魅力的な市街地であることが必要であり、都市構造と都

市拠点の双方の視点から、総合的なまちづくりを展開することが重要です。 
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（３） 中心市街地の再生「ヒト中心のまちづくり」 

コンパクト・プラス・ネットワーク型のまちづくりを進めるためには、拠点を公共交通

で有機的に接続することと併せて、都市拠点において歩行者回遊性に優れた質の高い空間

形成を図ることが重要です。 

また、まちなかに人々が魅力を感じて集まり、働き、住まうためには、利便性を備える

だけではなく、安全で安心感を与え、居心地の良さや洗練された雰囲気を感じさせるなど、

都市空間が多面的な質の高さを有している必要があります。 

国内外の先進的な事例を見ても、こうした人中心の質の高いまちづくりを行うことで、

多様な人々の来訪や交流、クリエイティブな若年層への訴求、にぎわいや活力の向上、ま

ちなかの居住人口増加などを図っています。 

国においても、コンパクト・プラス・ネットワークなどのこれまでの都市再生の取り組

みを更に進化させ、官民のパブリック空間（街路、公園、広場、民間空地等）をウォーカ

ブルな人中心の空間へ転換し、官民連携の取り組みにより「居心地が良く歩きたくなるま

ちなか」を形成することにより、人中心の豊かな生活を実現する都市を構築する方向性が

打ち出されています。 

本市では、中心市街地において、鉄道高架事業を中核とする沼津駅周辺総合整備事業を

推進しており、市街地の構造や交通の環境が劇的に変化していきます。これを契機として、

都市機能が集積し、公共交通網が集中する沼津駅の周辺を、人が心地よく過ごし、安全で

快適に回遊できる空間へと再生していくことが重要です。こうした人中心のまちづくりは、

子供から高齢者まで多くの市民や来訪者を惹きつけ、都市の多様な活動に彩りを与え、に

ぎわいと活力を醸成するために重要な視点であるだけでなく、都市の魅力を高め、本市全

体のブランドイメージにも大きな影響を与えると考えられます。 

このことから、本市では、沼津駅周辺総合整備事業の進捗を踏まえた中心市街地のまち

づくりについて、平成 29 年度に「まちづくり戦略会議」を開催し、平成 30 年度からは「沼

津市中心市街地まちづくり戦略会議」を開催して検討を進めています。今後も市民を含め

た関係者と更に議論を深め、「ヒト中心のまちづくり」に向けて取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜鉄道高架事業による都市空間の再構築＞         ＜公共空間を活用したマーケット＞ 

（「姫路駅」兵庫県姫路市）             （「定禅寺通り」宮城県仙台市） 
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（４） 拠点を繋ぐ公共交通ネットワーク 

本市の公共交通は、東西にＪＲ東海道本線とＪＲ御殿場線の２つの在来線が走り、本市

の都市拠点である沼津駅と各地域の拠点となる大岡駅、片浜駅、原駅が整備されています。

また、沼津駅を中心として３社のバス路線が放射状に広範囲に整備されています。 

市中心部においては、主要道路上に網羅的にバス路線が配置され、概ね高い運行水準が

確保されていますが、複数の事業者による重複運行が見られるなど、必ずしも路線の再編

や集約は進んでいない状況が見受けられます。 

南部地域においては、利用者の減少により廃止となった路線について、市が運行主体と

なって事業者に運行を委託することによって移動手段を維持し、中心部とのネットワーク

を確保しています。また、西部地域においては、片浜駅、原駅を起点に地域の活性化や地

域交流を促すことを目的に循環バスが運行され、市が運行経費の補助を行っており、地域

拠点における住民の移動手段として利用されています。いずれも地域と協働しながら、持

続可能な公共交通を育てていくことが重要です。 

近年においては、都市拠点である中心市街地と本市のにぎわいの核であり観光交流拠点

である沼津港の結びつきを強化し、沼津港のにぎわいを沼津駅周辺や本市全体へ波及させ

ていくことが重要であることから、沼津駅と沼津港間において次世代のモビリティツール

の実証実験を行うなど、公共交通軸の形成に向けたネットワーク強化の取り組みを行って

います。 

今後は、鉄道駅を拠点に市内全域に網羅されているバス路線について、路線を見直すこ

とで効率化や公共交通軸の明確化を図り、基幹路線と各拠点における地域内交通との連携

も充実させながら、市全体を見渡したネットワークの再構築を行う必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜沼津駅南口バスターミナル＞              ＜EV バスでの実証実験＞ 

 

以上のように、コンパクト・プラス・ネットワーク型のまちづくりに向けた取り組みを

推進しており、拠点の連携を担う公共交通の役割は大変重要なものとなっています。 

また、高齢化の進展に伴う高齢者の移動手段として、安全で環境に優しく健康的な乗り

物として、公共交通が果たすべき役割はますます重要なものとなっています。 

このことから、本市の公共交通の課題を精査した上で、まちづくりと一体となった公共

交通ネットワークの姿を明らかにし、市内全体を見渡した効率的で利便性の高い公共交通

の構築に向けて、公共交通施策を展開する必要があります。 
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図 2-4 将来都市構造図 

出典：第 2 次沼津市都市計画マスタープラン   

 


